
















は過去最多の 32 万 3808 件に及んでいることに言及している。2016 年度のいじめの
認知件数は、前年度と比べて 9 万 8676 件も増加したことになる。
　このようないじめの認知件数の増加の背景には、2017 年 3 月に同省が「けんか」
や「ふざけ合い」もいじめと捉えるように方針を改めたことが大きく関係している。
こうした背景をふまえて、学校現場は積極的にいじめを認知するにいたり、件数の増
加につながったと考えられる。中でも小学校におけるいじめの認知件数は 23 万 7921
件となっており、前年度と比較して 8 万 6229 件も増加している。小学校におけるい





























































応等の観点から、小学校第 1 学年から第 6 学年の重点項目として、新たに内容項目
を追加している 7）。
　具体的には、小学校第 1 学年及び第 2 学年で「個性の伸長」「公正、公平・社会
正義」「国際理解、国際親善」、第 3 学年及び第 4 学年で「相互理解、寛容」「公正、




















たが、平成 30 年度から使用されている道徳科の教科書の発行元（教科書会社）全 8
社が取り上げた、「いじめ防止に関する内容を扱った教材内容」に関係する内容項目




4 社、「友情、信頼」 3 社、「節度、節制」 2 社、「生命の尊さ」「個性の伸長」「希
望と勇気」「努力と強い意志」 1 社。
（ 2 ）小学校中学年で取り上げた教材の内容項目
　「信頼、友情」 8 社、「公正、公平・社会正義」 6 社、「個性の伸長」「善悪の判断、
自律、自由と責任」 4 社、「相互理解、寛容」「よりよい学校生活、集団生活の充実」
3 社、「規則の尊重」「正直、誠実」 1 社。
（ 3 ）小学校高学年で取り上げた教材の内容項目
　「公正、公平・社会正義」 8 社、「善悪の判断、自律、自由と責任」 5 社、「友情、
信頼」「相互理解、寛容」 3 社、「親切、思いやり」「個性の伸長」「生命の尊さ」「規


















































1 ～ 7 の番号を付けてください」との教示のもとに、22 の内容項目
の中から 7 つの内容項目を選択させた。
　 2 ）調査Ⅱ： 調査Ⅰで、いじめ防止に関連して、道徳科の授業で重視すべき内容項
目を 7 つ選んだ理由について、自由記述で回答を求めた。
（ 2 ）調査期日：2016 年（平成 28）年 10 月




　年齢別内訳は、20 代（男性 24 人　女性 45 人）、30 代（男性 45 人　女性 33 人）、
40 代（男性 21 人　女性 28 人）、　50 代（男性 23 人　女性 21 人）、 60 代（男性 3 人　
女性 3 人）であった。





















あろう。父性性としての「D. 生命の尊厳」を重視する傾向は、30 代、40 代男性教員






















































































では共に、「“ 自分自身 ” や “ 他者 ” の尊重」という点を重視する回答が多く見られた。
既に触れてきたように、男性教員では、すべての年代において「ルールの順守」といっ




































































































































































































































































































































































  図 6　40代女性教員の重点項目に関する意識（28人）
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情）」、観点 B で重視された「他者への思いやり」、観点 C の中で重視された「ルール


























































○ 道徳科の各学年の年間指導計画 35 時間（ 1 年は 34 時間）のうち、重視すべき A
～ D までの 4 つの観点の内容項目を多く配置したい。
○年間指導計画の活用例
　第 1 ・ 2 学年は 19 内容項目（時間）＋［A　善悪の判断、自律、自由と責任］ 2
時間＋［A　個性の伸長］ 2 時間＋［B　親切、思いやり］ 2 時間＋［B　友情、信頼］
2 時間＋［C　規則の尊重］ 2 時間＋［C　公正公平、社会正義］ 2 時間＋［D　生
命の尊さ］ 2 時間＋［D　自然愛護］ 2 時間＝ 35 時間
　第 3 ・ 4 学年は 19 内容項目（時間）＋［A　善悪の判断、自律、自由と責任］ 2
時間＋［A　個性の伸長］ 2 時間＋［B　親切、思いやり］ 2 時間＋［B　相互理解、
寛容］ 2 時間＋［C　規則の尊重］ 2 時間＋［C　公正公平、社会正義］ 2 時間＋［D　
生命の尊さ］ 2 時間＋［D　よりよく生きる喜び］ 2 時間＝ 35 時間
　第 5 ・ 6 学年は 19 内容項目（時間）＋［A　善悪の判断、自律、自由と責任］ 2
時間＋［A　希望と勇気、努力と強い意志］ 2 時間＋［B　親切、思いやり］ 2 時間
＋［B　相互理解、寛容］ 2 時間＋［C　規則の尊重］ 2 時間＋［C　公正公平、社
会正義］ 2 時間＋［D　生命の尊さ］ 2 時間＋［D　よりよく生きる喜び］ 2 時間
＝ 35 時間
　上記の内容項目を生かし、いじめ問題への対応等から学校の実態や児童の実態、教
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Study on Prevention of School Bullying and Items of 
Moral Education
― Primary school teachers’ perspectives ―
Kenichi TANAKA　Masayuki MIZUNO　Hideo KATO
Haruo MAGARI
　Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology (MEXT) announced that 
the number of reported bullying incidence in 2017, was the largest ever, (which increased by 
91235 compared to 2016). School bullying has been one of the critical issues in school 
education, and it must be solved by an entire society. This study focused on prevention of 
bullying and key items of teaching in moral education. 
　In the study, school teachers were asked to choose 7  items from 22 key items of “Dotoku 
(moral education)”, which were described in the national curriculum guideline in 2018 as 
mechanisms to prevent school bullying. In total 246 (116 male and 130 female) primary school 
teachers from Tokyo, participated in the study; investigations were carried out in October 
2016. The study used KJ method to analyze teachers’ free descriptive answers which were 
related to their reasons to choose the key items.
　The results showed that participants in all generations (from 20s to 60s) had a tendency to 
choose “respecting oneself and others”, “understanding others”, “keeping rules”, and “dignity 
of life” as key items. These answers correspond to the key areas of curriculum guidelines, 
which was described in the national curriculum guidelines for moral education (2017 Edition). 
For example, the area A “relation to oneself” corresponds to “respecting oneself and others”, 
the area B “relation to others” corresponds to “understanding others”, the area C “relation to 
group and society” corresponds to “keeping rules”, and the area D “relation to life, nature and 
the sublime” corresponds to “dignity of life”.
　Considering these four key areas of the curriculum guidelines and its items, the authors 
made some recommendations on anti-bullying education in terms of an overall plan of moral 
education, an annual guidance plan of moral education, an assessment of moral education, and 
anti-bullying education.
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